
 

 

お 知 ら せ 

 

                                                            令和元年１０月１１日 

 同時資料提出先  

合同庁舎記者クラブ、広島県政記者クラブ、中国地方建設記者クラブ 

高松経済記者クラブ 

 
中国・四国圏の持続可能な地域づくりシンポジウム開催 
～愛媛県越智

お ち

郡上島
かみじま

町
ちょう

で 

創造的人材※1 と地域住民、行政の３者が連携した新しい取組みを紹介～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

１． 日 時：令和元年１１月１２日（火）13:00～15:30 

２． 場 所：上島
かみじま

町
ちょう

弓削
ゆ げ

地域交流センター（愛媛県越智
お ち

郡上島 町
かみじまちょう

弓削下
ゆ げ し も

弓削
ゆ げ

1037） 

３． 定 員：１００名（先着順）参加料無料 

 

４． 登壇者（パネルディスカッション） 

コーディネーター 藤山
ふじやま

 浩
こう

  （(一社)持続可能な地域社会総合研究所 所長） 

パネリスト    指
さし

出
で

 一正
かずまさ

 （株式会社木
き

楽舎
らくしゃ

 取締役 月刊ソトコト 編集長） 

         田口
た ぐ ち

 太郎
た ろ う

 （徳島大学総合科学部 地域計画学研究室 准教授） 

ヒ ビ ノ ケ イ コ（キャリアコンサルタント・日々
ひ び

(株) 代表取締役） 

         藤巻
ふじまき

 光
みつ

加
か

 （ ま る ふ 農 園  お か み （ 上 島 町 移 住 者 ） ） 

         檜垣
ひ が き

 明宏
あきひろ

 （ 上 島 町  企 画 情 報 課  政 策 推 進 室  室 長 ） 

 

５． その他：取材をご希望の方は、11 月８日（金）17:00 迄に、会社名、氏名、

連絡先を問い合わせ先まで電話又は FAX にてご連絡をお願いします。 

 

※１創造的人材：情報通信産業（ＩＴ）など知識創造産業を担う人材を指します。 

○問い合わせ先 

 国土交通省中国地方整備局  TEL（082）221-9231（代表）(平日昼間） 

               FAX（082）511-6359 

 担当）企画部 広域計画課長      
やま

山 
だ

田 
あきら

明   （内線 3211） 

       企画部 広域計画課長補佐   佐々田
さ さ だ

 敬
ゆき

久
ひさ

 （内線 3212） 

(広報担当窓口) 

  中国地方整備局 広報広聴対策官    
いわ

岩 
した

下 
やす

恭 
ひさ

久 （内線 2117） 

  中国地方整備局 企画部 環境調整官 坂
さか

 本
もと

 泰
やす

 正
まさ

 （内線 3114） 

定住・交流を促進し、豊かな生活圏域の形成と地域産業

の活性化について議論するシンポジウムを下記のとおり開

催します。 



上島町弓削 
地域交流センター 

令和元年11月12日 

主催：中国・四国圏広域地方計画推進室（中国・四国地方整備局内）  

共催：上島町、国土交通省国土政策局 後援：愛媛県 

コーディネーター 
（一社）持続可能な地域社会総合研究所 所長 

 藤山  浩 氏  

１００名（お申込み先着順）  

中国・四国圏の持続可能な 
地域づくりシンポジウム 

－創造的人材と地域住民、行政の３者が連携した新しい取組み－ 

日時 

会場 

定員 

13:00～15:30    

パネルディスカッション     
第Ⅱ部 
14:05～

会場への 
アクセス 

火 第Ⅰ部 
13:00～     

講演会      

『中四国における 

        田園回帰と新たな住まい方』 
講師：（一社）持続可能な地域社会総合研究所 所長 

藤山  浩 氏 

 

『関係人口による地域づくり』 
講師：徳島大学総合科学部 

   地域計画学研究室 准教授 

田口 太郎 氏         

参加料 

無料 

『中国・四国圏域の 
    持続可能な地域づくりのあり方』 

『上島町の地域づくりのシナリオについて』       

パネリスト 

◆株式会社木楽舎 取締役  

 月刊ソトコト 編集長         指出 一正 氏 

◆徳島大学総合科学部 

 地域計画学研究室 准教授       田口 太郎 氏 

◆キャリアコンサルタント・日々（株） 

 代表取締役            ヒビノ ケイコ 氏 

◆まるふ農園 おかみ（上島町移住者）  藤巻 光加 氏 

◆上島町 企画情報課 政策推進室 室長  檜垣 明宏 氏 

（愛媛県越智郡上島町弓削下弓削1037）  

藤山 浩 氏       田口 太郎 氏       

◆車   利   用⇒瀬戸内しまなみ海道経由で 
因島より、フェリーを利用 

◆公共機関利用⇒今治港より、旅客船を利用 

※弓削島には旅客船フェリーの利用が必要です。 



藤山 浩 Kou  FUJIYAMA （一社）持続可能な地域社会総合研究所 所長 

一橋大学経済学部卒業。広島県・県立高校社会科教諭、株式会社 中国・地域づくりセンター主任研究員、 ニュー
ジーランド留学、広島大学大学院国際協力研究科等を経て1988年 島根県中山間地域研究センター 地域研究課 研究
員着任。2017年3月同センター退職の後、同年4月より「一般社団法人 持続可能な地域社会総合研究所」設立、所長
就任。田園回帰1％戦略等の持続可能な地域社会の設計・運営の研究を進める。 

講 演 者 プ ロ フ ィ ー ル 

お 申 し 込 み 方 法 

E-mailまたはFAXにてお申し込みください。 

■宛名：中国・四国圏の持続可能な地域づくりシンポジウム事務局 
    （株式会社 福山コンサルタント中四国支社内） 

■E-mail：symp@fukuyamaconsul.co.jp 
 ①お名前、②ご所属、③ご連絡先（住所､TEL､E-mail）をご記入ください。 

■FAX申込欄：082-502-8815  

ふりがな 

お名前 

ご所属 

ご連絡先 

住所： 〒  
 
 
 

TEL ：                          E-mail： 

※ご記入いただきました個人情報は、本シンポジウムの開催に伴う事務手続きに限り使用いたします。 

指出 一正 Kazumasa  SASHIDE 株式会社木楽舎 取締役 月刊ソトコト 編集長 

月刊『ソトコト』編集長。1969年群馬県生まれ。上智大学法学部国際関係法学科卒業。雑誌『Outdoor』編集部、『Rod 
and Reel』編集長を経て、現職。島根県「しまコトアカデミー」メイン講師、高知県・津野町「地域の編集学校 四万
十川源流点校」メイン講師等の地域のプロジェクトに多数携わる。国土交通省「ライフスタイルの多様化等に関する懇
談会」委員等。著書に『ぼくらは地方で幸せを見つける』（ポプラ新書）。 

藤巻 光加 Mitsuka  FUJIMAKI まるふ農園おかみ（上島町移住者） 

山梨県出身。2011年、地域おこし協力隊として東京から弓削島へ移住。任期後は「まるふ農園」の屋号で、無農薬野菜
の栽培、農家レストランの経営などを行う他、マルシェ「かみじまてしごと市」、小学校の総合学習「かみじま地域研
究会キッズ」の企画運営等の活動も行っている。 

ヒビノ ケイコ Keiko   HIBINO キャリアコンサルタント・日々（株） 代表取締役 

京都精華大学芸術学部卒業。Art of life 研究家・ライフコーチ（国家資格キャリアコンサルタント）高知への移住・
起業・子育てなど、自分らしい暮らしづくりを探求。独自の商品・サービスを開発し全国に販売、自分を生かした仕事
づくりに取り組む。これらの経験とライフキャリア理論・創造性研究を集約し、現在は全国で「自分らしい人生のつく
りかた・仕事の生かし方」にまつわる講座を運営中。 

檜垣 明宏 Akihiro  HIGAKI 上島町 企画情報課 政策推進室 室長 

愛媛県上島町（佐島）出身。平成１０年旧弓削町役場入庁。入庁後、㈶愛媛県まちづくり総合センター（現 えひめ
地域政策研究センター）への出向、帰庁後は、５年間町広報担当、１０年間建設課等を経て、平成３０年度から政策
推進室長を命ぜられ、上島町の政策推進に携わる。 

お申し込み
期限 

10/25 

田口 太郎 Taro   TAGUCHI 徳島大学総合科学部地域計画学研究室 准教授 

早稲田大学理工学部建築学科卒業。中越地震被災地で活動する地域復興支援員の研修活動や研究、中越沖地震で被災し
た中心市街地商店街の復興支援、集落支援員や地域おこし協力隊を始めとした地域への人的支援の人材育成を各種研修
会などを通じて進める。 

コーディネーター      

パネリスト      

写真 
1.78×1.65 

※ご不明な点がございましたら、右記にご連絡ください。（TEL：082-502-8801 担当：東(あずま)、廣永(ひろなが)) 
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